
Ц

コ ザ

日

路
ぎ
辞

ｏ
粛

“
Ａ
■

＼＼
へ66°

時
０
工

補

き

れ
静

甫

　

　

静

甫

¨
導

詭

卦

酎

Ｈ

漸

瀾

鞘

1拝>と
.∫聰試|

D00た scrOII κOZA励e あ9 ちotrナ f0crtrreP'Isすory

駅絲曇下魔す怠
‘
″
か

到切」室園

美来工科高較

1・歴旦1趨』
川ДP

ｉ

●

〓

ｆ

…

≡

…

…

澁宣威王の墓 >P9

?19

9
9 越来の殿内跡 >2,θ

越来の自椿 >Pttθ
飛び安里生家跡 >PI∂

9西奮↑園>Pr∂   =i 恕
越来小学校

・
〓

‥

・

〓
・

　

・

・
〓

.・
.越 来中学校

■●  :   ■

■ 
―
!   撃前公民

越来グス
?跡
公園ィP,9

‐  |    :・ ‐

巨大壁 画
t

豫
銀天街 守

恕

∬の沖縄最犬の
発 //

エ



1960s～ 1970s1960s1945s～ 1950s15th century

コザ十宇路歴 史絵巻の誕生
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越来グスクの

時代を巡る

チャンプルー文化が芽吹く

戦後米軍統治下時代

'9イ

5年～
jθ年代

黒人衡として

栄えた時代

コザの庶民の台所として
大きく発展していつた時代

bθ年 ～

アθ年代

未来ヘ

愚
爛

コ
ザ
十
字
路
に

壮
大
な
歴
史
絵
巻

コ
ザ
十
字
路
に
大
き
さ
約
１
６
０
０

∬
に
も
及
び
、
琉
球
歴
史
絵
巻
と
も
呼

べ
る
巨
大
な
壁
画
が
誕
生
し
ま
し
た
。

壁
画
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
国
道
３

３
０
号
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
大
き
く

表
れ
た
壁
に
よ
り
、
三泉
観
が
損
な
わ
れ

た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
口
こ
の
ま
ま
で

は
、
街
が
朽
ち
て
し
ま
う
」
と
強
い
危

機
感
を
感
じ
た
住
民
と
市
が
何
度
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
重
ね
、
そ
の
壁
を
、

沖
縄
市
コ
ザ
を
伝
え
る
歴
史
壁
画
に

す
る
事
に
決
め
ま
し
た
。

天t,,1.Ⅲ

,生ラ<与

歴
史
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
歴
史
と
沖
縄

市
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
」
を
テ
ー
マ
に

据
え
、
２
０
１
４
年
３
月
に
壁
画
の
制

作
が
始
ま
り
、
天
侯
不
良
や
台
風
に
見

舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
職
人
が
あ

ら

手

描
き
で
作
成
し
、
２
０
１
５
年
１
月
に

コ
ザ
十
字
路

の
巨
大
壁
画
は
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
壁
画
は
、
「
越
来
グ
ス
ク
の
時

代
」
に
始
ま
り
、
「
戦
後
米
軍
統
治
下

の
時
代
」
「
黒
人
街
と
し
て
栄
え
た
時

代
」
「
庶
民
の
台
所
と
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
時
代
」
を
経
て
、
現
在
の
商
店
街

へ
と
移
り
変
わ
る
ま
で
が
絵
巻
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
匹
の
龍
が
時
代
を
橋
渡
し

し
て
お
り
、
時
空
を
泳
ぐ
龍
は
、
「
コ
ザ

十
宇
龍

（ロ
ン
こ

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

未
来
へ
泳
い
で
い
き
ま
す
。
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尚泰久
S璃毯矛〒A二《Y響

琉 球 王 国 の安泰 を築 い た王

仏数奪こ帰俵し、≡くの寺隣を建で、巨銭を善て喜

給とた入鯵としても麹られていますぃまた、黄世通

営 (た も`せつう
'こ

う)という調錠やπ国簿梁の金
=

を鋳造した事でも有名な玉ですら

,   f 霞Ⅲ
ヨ 廷

熟

越来グスク跡公園
琉球王国最初の統一政権を築いた第一尚

氏の大代目の工である尚泰久の居城で知ら

れるグスクです。現在では公園になつており、

そこに大きな城があつたと思わせる思わせる

建物や遺物が数多く出上しておし,ます。

※歴史絵巻マップ参照

越来グスクの繁栄と役割

■歴史絵者マザブ参照

尚宣威
島攀○違置懃 ― ――  ―一 ―

鶏く移て父置を美い、元 。金免 (のよ,の逹爵玉・

第二歯氏 初ヽ代国正)に肴き従つて首里に移
`ジ

住みます。見の歳爾即位後ほ.越素闘切の領主

とデJすジ越柔ブヱすに居城しまメヽた。

鬼大城
■に立絵春マンフ参照

廷,製ζ―善干霊ども響墓理蓑響 ― ―― ―― ――

静卜tと

越来グスク城主にまで登 り詰めた男

鬼式城 (大 城賀薙)は、尚奉隻の装、百度盤

場を当時の夫である阿藤和剰 (勝連城主)のも

とから数島笹、工から討批軍の指揮を命づもれ、

阿感和剤を討錠とます。モゴかしその後、金丸 (蔀

二尚氏・秘代尚調工)のクーデターによで、攻韓

立てられ知マ言ダヱクにて農害 t=たそうです。

越
来
グ
ス
ク
は
、
沖
縄
市
コ
ザ
十
宇
路

近
く
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
書
物
の

中
で
越
来
グ
ス
ク
が
確
認
出
来
る
の
は
、

１
４
７
１
年
に
編
集
さ
れ
た
『海
東
諸

国
記
』
の
中
の
「琉
球
国
之
図
」
に
て
「
五

欲
城
」
と
描
か
れ
て
い
る
の
が
最
初
で
す
。

こ
の
グ
ス
ク
は
、
第
一尚
氏
・第
六
代
の

王
と
な
る
「
尚
泰
久

（シ
ョ
ウ
タ
イ
キ
ュ

ウ
と
や
、
勝
連
城
の
阿
麻
和
利
を
討
っ
た

「鬼
大
城
（ウ
エ
ウ
フ
グ
シ
ク
と
、
さ
ら
に

は
第
二
尚
氏
。第
二
代
の
王
で
あ
る
「
尚

宣
威

（ヽ
ン
ョ
ウ
セ
ン
イ
と
も
居
城
す
る
な

ど
、
戦
乱
の
琉
球
史
の
中
で
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
王
朝
の
天
下
が
安

泰
に
な
る
と
、
そ
の
後
１７
世
紀
ま
で
は
今

で
言
う
役
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
い
た
そ
う
で
す
①

現
在
で
は
他
の
グ
ス
ク
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
城
壁
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
辺

で
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、貿
易

陶
磁
器
等
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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沖縄市申央 1‐ 17‐17      1
098‐929・ 2922(FAX兼 )      |
曽染11:00司 9:00          1
建体月曜、祝祭日、慰霊の日、年末年始 |

運営総務部総務課市史編集担当 |

沖縄だけで使われた通貨 B円

B円 とは、米軍が発行したB型軍票のこと。

戦地や占領地で通貨の替わりに用いられ

たもので、米軍は日本占領を想定し、3億枚

以上のB円 を置β刷したそうです。68年 9月の

米国ドル通貨制への移行に伴い、B円 は姿

を消しますが、その舞月間に沖縄経済の基地

依存体質が作られたと言われています。

嶺に匙: 期限∴、

米軍の道具を利用して作られた生活用品など、終戦直後からアメリカ文化の影響を色濃く受けた
「コザ文化」を体感出来る様々な生活用品が並んでいます。

＼ 戦後沖縄市の歴史を知るにはここ! / チヤンプルー文てヒが芽吹く
戦後米軍統治下時代

|

|

霞 錮・
L…illlli― 選 割B鷺

米
軍
統
治
下
と

沖
縄
芸
能
の
隆
盛

越
来
グ
ス
ク
が
あ
っ
た
当
時
の
地
形

は
今

よ
り
さ
ら
に
数

十
ｍ
２
局
さ
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
上
に
石
垣
や

礎
石
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
戦
に

お
い
て
米
軍
は
本
島
上
陸
後
、
す
ぐ
さ

ま
越́
来
グ
ス
ク
を
占
拠
し
、
グ
ス
ク
は

石
垣
だ
け
で
な
く
地
形
ご
と
崩
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
機
を
同
じ
く
し
て
、
「
沖
縄
の

チ
ヤ
ツ
プ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
小
那
覇
舞

天
な
ど
沖
縄
を
代
表
す
る
芸
能
者
が

こ
の
地
域

一帯
で
活
動
を
始
め
、
最
も

「
笑
い
」
が
困
難
な
時
代
に
「
笑
い
」
を

提
供
し
、
喜
劇
の
神
髄
を
極
め
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
米
軍
統
治
下
と
で
つ
地
域
性

と

沖

縄

芸

能

の
盛

り

上

が

り

が
、

「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
文
化
」
の
興
る
基
盤
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

56
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地
元
に
愛
さ
れ
る

コ
ザ
の
台
所

黒
人
街
だ
っ
た
照
屋
の
地
域
は
、
同

時
に
＞」
の
地
域
に
住
む
庶
民
の
台
所
と

し
て
も
、
大
き
く
発

展

し
て
い
き
ま

す
。
１
９
７
８
年
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整

備
さ
れ
る
と
、
銀
天
街
は
最
盛
期
を
迎

えゝ
、
当
時
１
２
５
件
の
商
店
が
軒
を
連

ね
て
い
ま
し
た
。

黒
人
街
を
近
隣
に
据
え
る
銀
天
街

は
、
外
国
人
向
け
の
飲
食
店
や
衣
料
品

店
が
多
く
立
ち
並
び
、
ペ
イ
デ
イ
（給
料

日
）
と
も
な
る
と
、
外
国
人
の
買
い
物
客

で
夜
中
ま
で
娠
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
地
元
の
台
所
と
し
て
も
発
展

し
て
い
っ
た
こ
の
街
は
、
食
材
や
日
用
品

を
買
い
に
地
元
住
民
も
多
く
往
来
し
、

特
に
旧
暦
？
ン
チ
ビ
（節
目
。旧
暦
行
事

の
日
）
に
も
な
る
と
、
デ」
馳
走
を
買
い
求

め
て
全
島
か
ら
人
が
集
ま
り
、
今
で
も

そ
の
名
残
り
が
あ
り
ま
す
。

コザの庶民文化もまた |
|― ―発展していつた

黒人街として

街は栄え…

公
民
権
運
動
と

本
土
復
帰
運
動

こ
の
時
代
、
コ
ザ
の
街
に
は
、
胡
屋
エ

リ
ア
に
白
人
街
、
＞こ
の
壁
画
が
あ
る
コ

ザ
十
字
路
エ
リ
ア
（照
屋
）
に
は
黒
人
街

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
人
種
差
別
を

受
け
て
い
た
黒
人
も
こ
こ
で
は
、
幅
を

利
か
せ
、
黒
人
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
ユ
ー

ト
ピ
ア
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ア

メ
リ
カ
本
国
で
起
こ
っ
た
公
民
権
運
動

の
う
ね
り
は
こ
こ
照
屋
に
も
広
が
り
、

「
黒
人
は
優
れ
て
い
る
」
と
で
つ
意
味
の

合
言
葉
ク
ブ
ン
フ
ク
・イ
ズ
。ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
″
が
広
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
黒
人
の
文
化
や
音
楽
、

人
種
差
別
撤
廃
運
動
や
公
民
権
運
動

と
直
に
触
れ
た
こ
の
地
域
の
若
者
は
、

自

分
た
ち

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
、
そ
の
後
の
コ
ザ

暴
動

０

ザ
騒
動
と
も
）
や
本
土
復
帰

運
動
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
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わAドと巡き
コザ

ま有

ま―しl
●
●

沖縄市では、地域の方が

案内をする「観光ガイド」

を行なつております。沖

縄市の歴史や生活にふ

れる「まちま―い」は、地

元のガイドだからこそ提

供出来るディープなス

ポットをご案内致 しま

す。今までに無い観光を

お楽しみ下さい。

電

催行可能
名g

要予約

有科

問合せ。ご予約

コザインフォメーション
センター

relf θ98‐ 9,9‐イ∂イ5

定体 1土、日、祝、年末年始

営業 110100～ 18:30

1960s～ 1970s1960s1945s～ 1950s15th century

飛 び 安 里 生 家 跡

飛び安里 (安里周営と安里周

祥であるという二つの説があ

る)は、弓の弾力を利用した飛

行機を発明し、泡瀬の海に面

した断崖から飛んで成功した

という伝説が残つています。こ

の伝説が本物だとするとライ

ト兄弟より100年以上も前に

飛んだことになります。

ヨザの歴史をもつと知る!
Ψ爾締,すο滝猾。w,あcあ ,sす。ry of κOZArr

ガイドと一緒に、さらに歴史と文化に触れて下さい。
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鬼 大 城 (ウエ ウフグンク)の墓

鬼大城は尚泰久の家臣です。尚泰久の娘、百

度踏揚のお供で勝連城へ行くも、当時その夫

で勝連城主である阿麻和利の謀反を知り、

工府軍を指揮して討伐。その功績により、避

来親方として越来城主となり百度踏揚を妻

に迎えました。本名は大城賢雄と言い、鬼大

城とは通称名です。      ※知花城跡内

9

越来の自椿

尚泰久が越来王子として赳来

城に居城していた時、村の娘、

世利休 (セリキュウ)との間に

できた子どもの誕生記念に白

椿とミカンの木を植えたとい

われています。

尚宣威工は、尚円工 (第二尚氏・初代回工)の

弟で、尚円が三位につくと、越来間切の領主と

なり越来グスクに居城しました。尚円の死後、

世継ぎの息子の尚真が幼かつたことから、次の

王位につくが、尚真の母、宇喜也嘉 (オギヤカ)

の策略で、わずか半年で退位に追い込まれ、そ

の後、′■避来の地に戻り隠居生活をおくります。

※写真は、尚宣威王の墓と言い伝えられています。

尚宣威王の墓

西森公園

かつて越来ノロ(越来巫)が司祭し

ていた祠で、その中には「ウガン南

之御嶽」「ウガン西之御嶽」「ウガン

之大御嶽」「西森之御療」と刻まれ

各地から移築された石碑があり、

地域住民の祈りの場所となってい

ます。 ※越来小学校の西北側に位置

越来グスク跡公園

標高80mの住宅地の高台にあり、沖縄市の街

並みを一望することが出来ます。戦前は、まだ

コザ十字路付近も開発されておらず、泡瀬の

海まで見えたという証言もあります。

越来の殿内跡

かつて尚宣威工の子孫が

代々暮らしていた場所と口

碑で伝えられており、現在

では、その子孫の門中であ

る湧川門中の拝所となつて

います。

※未来工科高校の南側に位置

10


